
 
 

第 165 回  学長定例記者会見 発表事項 1   

 

令和６年３月２５日 

 

 

令和 8 年度（2026 年度）広島大学光り輝き入試（令和 7 年度

（2025 年度）実施）において「女子枠」及び「新たな総合型選抜」

を新設します 

 

【女子枠】 

我が国における理工・情報系分野の更なる発展のためには、さまざまな視点

を有する人材が不可欠であり、関連する女性の技術者、専門家及び研究者の割

合を高める必要があります。 

このため、令和 8 年度（2026 年度）入学者選抜（令和 7 年度（2025 年

度）実施）から、理学部、工学部及び情報科学部の 3 学部で、広島大学光り輝

き入試に新たに女子枠（合計 37 人）を設置します。 

これにより、本学における教育・研究環境の多様性が一層高まり、イノベー

ティブな研究・開発が幅広く創出されることを期待しています。これに伴い、

女子枠で入学した学生が地域や世界で活躍することができるよう、多様性を生

かした教育プログラムのさらなる充実を図ってまいります。 

（詳細は別紙 1 をご覧ください） 

 

 

 

 

【新たな総合型選抜】 

現在、高等学校では探究活動を積極的に行う新しい教育課程が始まっており、

高校生はこれまで以上に主体的な学習活動が活発化しています。 

そこでこれまで本学が実施してきた志願者の課題探究活動を特に評価する入

試方法をさらに発展させた「新たな総合型選抜」を令和 8 年度（2026 年度）

入学者選抜（令和 7 年度（2025 年度）実施）から法学部と生物生産学部の 2

学部で導入します。募集人員は合計 10 人で、大学入学共通テストを課さず、

合格者発表は制度上可能な最も早い 11 月１日を予定しています。 

この入試に先立ち、高校生・受験生の皆さんが大学で学ぶ学問に触れる機会

を本学から積極的に提供し、みなさんの学問分野選択の枝を提供し、その資質・

能力の育成を図るプログラムを用意します。 

（詳細は別紙 2 をご覧ください） 
 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学高大接続・入学センター長 

永田 純一 

TEL:082-424-5844  FAX:082-424-6180 

 

  



別紙 1 

 

 

令和 8 年度（2026 年度）広島大学光り輝き入試「女子枠」について 

 

現代の社会では、女性の視点を取り入れた製品や社会システムの開発などが強く期待

されている一方、理工・情報系分野で学ぶ女性の割合が上昇していません。広島大学にお

いても、理学部、工学部及び情報科学部とその他の学部ではその割合に大きな乖離があり

ます（令和 5 年度（2023 年度）入学者選抜において、理学部、工学部及び情報科学部

の女子入学者の割合は約 15％で、その他の学部の割合は約 52％）。 

このような状況を改善し、大学における多様性を高め、さらに将来、先導的な女性研究

者、女性技術者、あるいは地域の DX 推進のリーダーを輩出するために「女子枠」を新設

しました。意欲ある学生の入学を期待します。 

 

【大学入学共通テストを課さない選抜】 

選抜区分 学校推薦型選抜（地方創生枠） 

募集人員 ※  情報科学部 情報科学科 15 人 ［180 人 ］  

選抜方法 出願書類、筆記試験、面接を組み合わせて総合的に評価 

出願期間 令和 7 年（2025 年）11 月上旬 

合格者発表 令和 7 年（2025 年）12 月上旬 

 

【大学入学共通テストを課す選抜】 

選抜区分 総合型選抜Ⅱ型 

募集人員 ※  
理学部 7 人  ［230 人 ］ 

数学科１人、物理学科３人、化学科１人、 

生物科学科 1 人、地球惑星システム学科１人 

工学部 工学特別コース 15 人 ［455 人 ］  

選抜方法 

【理学部】 

出願書類、筆記試験、口頭試問、面接等を組み合わせて総合的に評価 

大 学 入 学 共 通 テ ス ト の 点 数 が 概 ね 合 格 基 準 点 以 上 で あ っ た 者 を 最 終 合

格者とする 

【工学部】 

出願書類、面接を組み合わせて総合的に評価 

大 学 入 学 共 通 テ ス ト の 点 数 が 概 ね 合 格 基 準 点 以 上 で あ っ た 者 を 最 終 合

格者とする 

出願期間 令和 7 年（2025 年）10 月上旬 

合格者発表 令和 8 年（2026 年）2 月中旬 

 

※ ［ ］ 内の 人 数 は 当 該 学 部 の 令 和 8 年度 入 学 定 員 （ 予 定 ）  

  



別紙 2 

 

 

令和 8 年度（2026 年度）広島大学光り輝き入試 

「新たな総合型選抜」について 

 

 

高等学校では、新しい教育課程における探究活動が極めて積極的に取り組まれている

ことから、これらの活動を大学入試で中断することがないように、大学入学後の学びにつ

なげることが大変重要です。そこで、高校生・受験生が行ってきた探究活動を入学者選抜

で特に活用できるよう、これまで広島大学で取り組んできた同様の選抜方法をさらに発

展させた「新たな総合型選抜」を開始いたします。 

この入試に先立ち、高校生・受験生が早期に大学の研究や教育内容に触れ、「大学で何

が学べるか」を受験の前に十分理解できるような新しい高大接続型プログラムを提供し、

このプログラムへの参加を出願要件とする予定です。 

また、合格後も大学での学びにつながるプログラムを提供することで、それまでの活動

や取り組みの継続・発展を目指す入学前教育を実施します。 

 

【大学入学共通テストを課さない選抜】 

選抜区分 総合型選抜Ⅰ型 

募集人員 ※  
法学部 法学科（昼間コース） 5 人［140 人 ］  

生物生産学部 生物生産学科  5 人［90 人 ］  

選抜方法 出願書類、面接を組み合わせて総合的に評価 

出願期間 令和 7 年（2025 年）9 月上旬 

合格者発表 令和 7 年（2025 年）11 月 1 日 

 

※ ［ ］ 内の 人 数 は 当 該 学 部 の 令 和 8 年度 入 学 定 員 （ 予 定 ）（た だ し 、 法 学 部 は 昼 間 コー ス の 定 員 ）  


